
（別紙３）

～ 2026年　3月　20日

（対象者数） 40名 （回答者数） 39名

～ 2026年　3月　20日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

子ども一人一人に合わせた療育グッズやコミュニケーション方法を

考え、さらに充実させていきたいと考えております。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

面談等で定期的に説明を行い、ペアレントトレーニングの目的や内

容について共通理解の促進を図る。また、地域で開かれる研修等の

情報提供を行っていく。

事業所として考えている課題の要因等

周知はしているが、具体的な内容について保護者との認識の一致が図

れていないため。

・年齢や学年別でのクラス分けを行っていない

学校生活の中で同年代のお友達と生活をしており、パルでは社会に出

たときに色々な年代の人たちの生活や環境にいち早く慣れるためにク

ラス分けは行っておりません。

・生きる力を身につける支援

・個人の特性に応じた支援

・社会性が身につく支援

何を伸ばして何を学ぶかを一緒に考え「生きる力」を身につける支援、個人

の成長に合わせた自身や意欲を伸ばしていく療育支援、みんなと一緒にルー

ルを守り、遊びの中で学習することで社会性を身につける支援を行っており

ます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

ペアレントトレーニングの周知に対する保護者の理解が十分に行き届いてな

い部分がある。

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　21日

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

○事業所名 児童デイサービスパル

○保護者評価実施期間 2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


